
 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

卒業式におけるマスクの取扱いについて 
本校では、これまで、学校生活においては、基本的には常時マスクを着用しておりますが、

この度、政府対策本部決定を受けて、文部科学省より、卒業式におけるマスクの取扱いに関す
る基本的な方針について、「卒業式におけるマスクの取扱い等について」が示されました。こ
れを受けて、和歌山県においても同様の扱いとする旨の通知がありました。また、和歌山市教
育委員会からは、示された通知を確認の上、マスクの着脱や式場の効果的な換気の実施等、必
要な感染症対策を講じ卒業式に対応するよう通知がありましたので、お知らせします。 
学校では、様々な事情があることを考慮し、学校や教職員がマスクの着脱を強いることのな

いように留意し、児童の間においてもマスクの着用の有無による差別・偏見等が生じることが
ないように対応いたします。 
また、卒業式に出席される保護者等の皆様のマスクの着用についても、個人の主体的な判断

が尊重され、感染症対策を講じながら児童にとって有意義な式典となるように卒業式を行いた
いと考えております。つきましては、以下に「卒業式におけるマスクの取扱いに関する考え方」 
を記載いたします。 
 

卒業式におけるマスクの取扱いに関する考え方 
■ 基本的な考え方 
 〇 児童及び教職員については、入退場、式辞、祝辞等、卒業証書授与、送辞・答辞の場面

など、式全体を通じてマスクを外すことを基本とします。 
 〇 来賓、保護者はマスクを外して差し支えありません。個人の判断となります。 
■ 入退場 
 〇 児童の入退場時は、マスクを外して差し支えありません。 
■ 歌唱時・呼びかけの時のマスク 
 〇 一斉に声を出すなど感染リスクが高まる場面のため、マスク着用をすすめる。（着脱に 

ついては強制しません。） 
■ 式辞等 
〇 壇上での校長等による式辞や来賓等による祝辞、開式・閉式の辞等の時は、児童との十 
分な身体的距離が確保されていることから、児童生徒はマスクを外して差し支えありませ 
ん。 

〇 また、壇上で式辞や祝辞等を述べる校長や来賓等も、周囲の人と十分な身体的距離が確 
保できることから、マスクを外して差し支えありません。 

■ 卒業証書授与 
〇 卒業証書が授与される時は、児童はマスクを外して差し支えありません。卒業証書を授 
与する校長等においても同様です。 

■  送辞・答辞 
〇 十分な身体的距離が確保できることから、児童はマスクを外して差し支えありません。 

 

4月1日以降の新学期におけるマスクの着用の考え方について 
 先に述べました政府対策本部決定においては、４月１日以降の新学期におけるマスクの着用

について、「学校教育活動の実施に当たっては、マスクの着用を求めないことを基本とする」

等とされています。このことについての留意事項等については、改めて入ることとなっている

通知を受けて、お知らせいたします。 

 学校におけるマスクの着用の考え方の見直しについては、令和 5 年4月1 日から適用する

こととされていますので、令和 5 年 3 月 31 日までの年度内における卒業式以外の学校教育

活動においては、これまでどおりの対応となります。ご理解の程宜しくお願いいたします。 
  
 
 
 

 

 
ふじとだより 

和歌山市立藤戸台小学校 

令 和 ５年 ３ 月 ２日 

 

 

■■■ 令和４年度 藤戸台小学校教育課程の修了に向けて ■■■ 

■■■■  学年のまとめ・次の学年の準備をしっかりと ■■■■ 

校門の梅の木には、きれいな白い花が咲きました。桜の木には、花のつぼみ

がふくらみ、花を咲かせるその日のために、待機しています。 

ここ藤戸台小学校におきましても春の訪れを感じることができます。 

さて、令和４年度は、１学期６９日（１年は６８日）、２学期８２日の授業

を実施し、３学期は、修了式の日には、５２日(６年は４９日)の授業日数となる予定です。合計

しますと２０３日(１年は２０２日・６年は２００日)となりますが、年間通して学習に運動にし

っかりと取り組むことができました。 

 ３学期も残すところ３月のみとなりました。３月は、それぞれの学年のまとめをするととも

に、次の学年に向けた準備を行うとても大切な時期となります。 

 ６年生の子供達にとっては、卒業式を控えた小学校最後の月となります。学習内容は、小学

校６年間のまとめになりますが、６年生がこの「まとめ」にしっかりと取り組み、中学校の準

備ができるように、サポートしたいと思います。 

 また、他の学年の子供達にとっても同様に、次の学年へのステップとなるよう、そして、今

学年の学習が確実なものになるように支援していきたいと思います。 

本年度の終了の日、最後まで、子供達の学力・体力の向上、心の成長に全力で取り組み、４

月には進級するお子様が、一人一人新たな目標に向かって、充実した学校生活を送れるよう、

今後も教職員一同、より一層の努力を積み重ねる所存です。 

保護者の皆様には、引き続き、本校の教育にご支援、ご協力を賜ります 

ようよろしくお願い申し上げます。 

学校長 堀 本 純 平 

 

 

 

 
 


